別記様式第１号(第６条関係）

今治市クラウドファンディング活用事業創出支援事業認定申請書
　　年　　月　　日
　　（宛先）今治市長
申請者　住所　　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　　　　
　今治市クラウドファンディング活用事業創出支援事業費補助金交付要綱第６条の規定により、事業の認定を受けたいので、関係書類を添えて次のとおり申請します。

１　補助対象経費（補助金申請見込額）　　金　　　　　　　　　　　 　円
２　添付書類
　(１)　事業計画書（別紙１）
　(２)　誓約書（別紙２）
　(３)　住民票及び完納証明書
　(４)　実施箇所位置図
　(５)　支出の根拠となる見積書又は契約書等の写し
別紙１

事業計画書

１　事業計画
	事　業　名
	

	実 施 箇 所
	

	事業実施期間
	　　　年　　月　　日　～　　　年　　月　　日

	事業概要
	

	活用しようとする地域資源の内容又は解決しようとする地域ニーズの内容
	

	事 業 効 果
	※事業実施により地域にどのような効果があるか記載してください。

	総事業費
	対象経費
	対象外経費

	
	
	補助金申請見込額
	その他（内容）
	

	円
	円
	円
	円
	円

	一体となり実施する公的機関の起業支援事業名（機関名）
	

	特産品開発の有無

※該当するものを○
	有・無

（有の場合、当事業の返礼品とすることの可否）可・不可

	特記事項（交付決定前に着手するやむを得ない理由等）
	

	そ　の　他
	

	申請者氏名
	
	連絡先
	電話番号：

	
	
	
	Ｅメール：


２　事業の詳細

	事業及びサービスの概要
	※地域資源を活用してどのような事業を実施するのか、概要を記載してください。また、その事業を実施するに至ったきっかけとこれまでの取組状況も踏まえて記載してください。

	類似事業の有無、その事業との違い（優位性及び弱点）
	※競合製品としてどのようなものが考えられ、それと比べてどのように優れているのか、劣っているのかなど、できるだけ多面的に比較検討して記載してください。

	市場規模と将来性（ターゲット層、顧客数、対象エリア、市場の状況、将来性）
	※どのような顧客層をターゲットとするのか、各種統計資料などを参考に市場ニーズの背景などを踏まえて、現状や将来性について記載してください。



	販売方法等（顧客確保の方策、販売価格、販売方法、ＰＲ方法）
	※ターゲットとする市場において、誰を対象に、どのような手順で、どのようにして販売戦略を進めていくのか、具体的に記入してください。



	成果目標
	※具体的な積算内訳（売上根拠、販売先等）を明記し、売上計画額を算定してください。


３　事業スケジュール等

	事業スケジュール
	※補助事業期間の事業スケジュール及び補助事業期間終了後の事業展開や将来展望を記載してください。
年　　月：

　　年　　月：

　　年　　月：

年　　月：

　　年　　月：

　　年　　月：

	補助内容及び効果の見込み
	※当該事業で補助金が必要な理由を含めて記載してください。

	寄附が目標設定額に達しなかった場合の資金調達方法
	※補助金申請見込額が目標額に達しなかった場合の資金調達方法について記載してください。

	事業実施に必要な許認可等
	※事業実施に必要な許認可等について、許認可名や取得状況を記載してください。

	補助金の交付を受けた実績又は申請中の補助金
	※応募事業に関連して従来補助金の交付を受けた実績や、現在申請中の他の補助金があれば、その名称、交付者、交付金額及び交付年度を記入してください。

	事業への協力者
	※地元企業や機関、地域グループなど申請事業に関する協力者を記載してください。


４　収支計画
（１）収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	費　目
	合計額

(Ａ)＋(Ｂ)
	対象経費

(Ａ)
	対象外経費

(Ｂ)
	摘要(積算基礎等)

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	


（２）支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

	費　目
	合計額

(Ａ)＋(Ｂ)
	対象経費

(Ａ)
	対象外経費

(Ｂ)
	摘要(積算基礎等)

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	


５　事業経費一覧表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

	経費区分
	名　称
	積算内訳
	補助事業に

要する経費
	補助対象経費
	補助金申請見込額

	
	
	
	
	
	

	(１) 不動産投資
	　
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	

	(２) 研究開発投資
	　
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	

	(３) 設備投資
	　
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	

	(４) 広告宣伝費
	　
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	

	(５) その他経費
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	

	合　計
	　
	
	
	
	


○資金計画（全体）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

	区　　分
	補助事業に要する経費
	資金調達先

	当該補助金申請見込額
	
	

	その他補助金額
	
	

	自己資金
	
	

	借入金
	
	

	その他
	
	

	合計額
	
	


※補助事業に該当する期間の事業経費及び資金計画を記入のこと。
	決算期　

項目
	年　　月期決算
	年　　月期決算
	年　　月期決算

	前期繰越金（A）
	
	
	

	収入
	売　　上
内訳
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	その他収入
	
	
	

	
	収入合計（B)
	
	
	

	支出
	仕入原価
	
	
	

	
	人件費
	
	
	

	
	その他支出
	
	
	

	
	支払合計（C)
	
	
	

	減価償却費（D)
	
	
	

	当期収支差額（E)（B-C-D)
	
	
	

	補助金（F)
	
	
	

	自己資金（G)
	
	
	

	借入金（H）
	
	
	

	
	内訳
	
	
	

	
	
	
	
	

	設備投資（I)
	
	
	

	借入金返済（J)
	
	
	

	次期繰越（A+B-C+F+G+H-I-J）
	
	
	


６　損益計算・キャッシュフロー計算書（３箇年　予定）単位

（単位：千円）

※収入および支出については、積算内訳を明記すること。

別紙２
誓　約　書
（宛先）今治市長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者　住所

氏名　　　　　　　　　　　

今治市クラウドファンディング活用事業創出支援事業費補助金の申請にあたり、下記の事項について相違ないことを誓約します。

記

　１　本事業の補助金額の確定通知があった日から５年以上継続して当市に居住し、当該補助金により起業した事業を実施します。
　２　本事業の補助金額の確定通知があった日から起算して５年以内に当該事業の補助金を活用した事業の取り止め、又は当該補助金により取得した財産を処分しません。
　３　今治市が住民基本台帳等で上記１及び２の事項を満たしているか調査することについて同意いたします。
　４　要綱第８条の規定による寄附募集の実施をした際に、寄附金が目標設定額に達しなかったときは自己資金等で当該事業を実施します。

　５　補助金交付要綱を遵守し、要綱若しくは補助金交付の条件に違反し、又は提出書類等の記載事項に事実と相違することがあったときは、今治市から受けた補助金の全部又は一部を直ちに返還します。

　６　今治市が指定する期日までに要綱第19条に基づく返還がなされない場合には、今治市が関係行政機関及び関係金融機関等に対し、私の所得・財産調査等を実施することに同意します。

　７　当事業に係る製造品をふるさと納税返礼品として提供する場合、補助金額に関わらず、設定した寄附者への返礼を行います。

